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鍋鍋
横横
地地
域域
のの
産産
業業
振振
興興
をを

自
由
民
主
党
・
民
社
ク
ラ
ブ

伊
藤

正
信
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区区
有有
施施
設設
のの
耐耐
震震
改改
修修
をを
急急
げげ

公
明
党
議
員
団

斉
藤

高
輝
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いい
じじ
めめ
をを
生生
まま
なな
いい

環環
境境
づづ
くく
りり
をを

自
由
民
主
党
・
民
社
ク
ラ
ブ

伊
東

し
ん
じ
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中中
野野
のの
未未
来来
をを
切切
りり
拓拓
くく

教教
育育
のの
基基
本本
をを
確確
立立
せせ
よよ

自
由
民
主
党
・
民
社
ク
ラ
ブ

い
で
い

良
輔

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行

に
よ
る
負
担
増
を
軽
減
せ
よ

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

よ
り
、
１
割
の
応
益
負
担
が
導
入

さ
れ
、
利
用
者
の
負
担
が
大
幅
に

増
し
た
。
こ
れ
に
伴
う
施
設
退
所

や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
控
え
、
ま

た
、
報
酬
単
価
の
引
き
下
げ
と
日

払
い
方
式
へ
の
変
更
に
よ
る
収
入

減
は
、
事
業
者
の
施
設
運
営
を
も

困
難
に
さ
せ
て
い
る
。
障
害
者
と

そ
の
家
族
の
苦
難
は
、
応
益
負
担

を
撤
回
す
る
以
外
に
解
決
で
き
な

い
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
軽
減
策

を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

区

長

制
度
の
実
施
に
あ
た

り
、
国
や
都
で
、
低
所
得
者

や
事
業
者
へ
の
負
担
軽
減
策

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

区
も
障
害
者
通
所
施
設
利
用

者
の
食
費
負
担
の
激
変
緩
和

策
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

鷺
ノ
宮
駅
南
口
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
せ
よ

鷺
ノ
宮
駅
南
口
の
階
段
は
、

４１
段
あ
り
、
傾
斜
も
急
で
、

中
間
に
あ
る
２
カ
所
の
踊
り
場
も

狭
く
危
険
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
、
幼
児

な
ど
は
、
階
段
の
上
り
下
り
が
大

変
で
あ
る
。
西
武
鉄
道
は
、
用
地

が
入
手
で
き
れ
ば
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
は
可
能
と
話
し
て
い
る
。

区
と
し
て
、
土
地
取
得
を
含
め
た

検
討
を
行
い
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
に
向
け
て
交
渉
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

区

長

鷺
ノ
宮
駅
は
、
既
に

北
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
未
整

備
の
駅
を
優
先
す
べ
き
と
考
え
て

お
り
、
直
ち
に
南
口
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

鍋
横
商
店
街
で
も
他
の
商
店
街

と
同
様
に
空
き
店
舗
が
散
見
さ
れ
、

衰
退
化
が
心
配
で
あ
る
。
歴
史
あ

る
鍋
屋
横
丁
の
名
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
新
中
野
駅
を
中
心

と
し
た
賑
わ
い
の
あ
る
街
に
再
生

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
１０

か
年
計
画
で
計
画
さ
れ
て
い
る
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
建

設
を
前
倒
し
し
、
商
店
街
情
報
な

ど
を
区
内
外
に
発
信
し
て
、
地
域

の
活
性
化
を
図
っ
て
は
ど
う

か
。区

長

創
業
支
援
や
時

代
に
遅
れ
て
は
な
ら
な
い
取

り
組
み
の
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
、
早
期
に
実
施
す
る
こ

と
も
必
要
と
考
え
る
。
中
野

区
の
経
済
活
性
化
の
環
境
整

備
は
、
で
き
る
も
の
か
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
て

区
は
今
年
度
、
環
境
管
理
の
規

格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取

得
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
が
、
他
の
自
治
体
で
は
審
査

費
用
が
高
額
な
た
め
認
証
取
得
後

の
更
新
を
見
送
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
。
区
は
環
境
負
荷
低
減
の

考
え
を
区
民
に
示
し
、
着
実
に
実

行
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

が
、
認
証
取
得
後
の
更
新
に
つ
い

て
は
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

区

長

認
証
取
得
は
環
境
改

善
の
た
め
の
優
れ
た
手
段
で
あ
る
。

認
証
取
得
後
、
区
の
経
営
サ
イ
ク

ル
に
環
境
の
視
点
を
明
確
に
位
置

づ
け
、
環
境
改
善
を
推
進
し
て
い

く
。
３
年
間
の
取
り
組
み
の
中
で

効
果
を
十
分
に
検
証
し
、
更
新
が

必
要
か
見
極
め
て
い
き
た
い
。

山
手
通
り
整
備
工
事

早
期
完
成
の
働
き
か
け
を

山
手
通
り
は
、
電
線
が
地
上
か

ら
消
え
、
自
転
車
通
行
帯
の
あ
る

緑
豊
か
な
広
々
と
し
た
や
さ
し
い

道
路
に
変
わ
る
。
ま
た
、
地
下
に

開
通
す
る
中
央
環
状
新
宿
線
に
よ

り
交
通
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
、
車
の
排
出
ガ
ス
の
減
少
に
よ

る
環
境
改
善
が
期
待
さ
れ
る
。
し

か
し
、
平
成
１９
年
完
成
予
定
の
工

事
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
早
期

の
完
成
を
区
と
し
て
強
く
働
き
か

け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

区

長

工
事
遅
延
の
原
因
は

拡
幅
用
地
の
取
得
に
時
間
を
要
し

た
こ
と
な
ど
で
あ
る
が
、
中
央
環

状
新
宿
線
に
つ
い
て
は
、
工
程
の

見
直
し
が
行
わ
れ
、
当
区
関
係
区

間
に
つ
い
て
は
平
成
１９
年
１２
月
ま

で
に
開
通
予
定
。
そ
の
後
、
地
上

部
の
山
手
通
り
に
は
、
２
〜
３
年

の
工
期
が
必
要
と
な
る
と
聞
い
て

い
る
。
工
期
が
長
期
に
わ
た
る
た

め
、
今
後
も
早
期
整
備
を
東
京
都
、

首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
に
働
き

か
け
て
い
く
。

�
構
造
耐
震
指
標
「
Ｉ
Ｓ

値
」
が
０
・
３
に
満
た
な
い

建
物
は
、
要
改
修
と
な
る
。

耐
震
性
が
低
い
南
江
古
田
保

育
園
と
新
井
保
育
園
は
民
営

化
予
定
だ
が
、
そ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
繰
り
上
げ
、
民
間

に
よ
る
建
て
替
え
な
ど
で
早

急
に
安
全
性
の
確
保
を
図
る

べ
き
で
は
。
�
こ
れ
以
外
の

改
修
が
必
要
な
区
立
保
育
園

へ
の
対
応
は
。
�
既
に
民
営
化
し

た
私
立
保
育
園
に
つ
い
て
、
保
育

事
業
者
に
建
物
を
引
き
渡
し
た
際

に
耐
震
補
強
の
必
要
性
の
有
無
を

伝
え
た
か
。
伝
え
て
い
な
い
場
合
、

区
と
し
て
の
対
応
は
。
�
区
営
住

宅
に
つ
い
て
、
耐
震
診
断
や
改
修

の
状
況
は
。
ま
た
耐
震
診
断
判
定

結
果
の
耐
震
台
帳
を
公
表
し
た
こ

と
が
あ
る
か
。
�
耐
震
改
修
促
進

法
の
改
正
に
伴
い
、
都
道
府
県
ご

と
に
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
策
定

が
必
要
と
な
っ
た
が
、
都
や
中
野

区
の
策
定
状
況
は
。

区

長

�
保
育
園
の
耐
震
性

能
に
つ
い
て
は
調
査
中
で
あ
り
、

対
応
が
必
要
な
場
合
は
、
早
期
に

で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。
�
策

定
中
の
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
位

置
付
け
、
順
次
実
施
す
る
と
と
も

に
、
民
営
化
に
伴
う
民
間
事
業
者

に
よ
る
建
て
替
え
も
進
め
て
い
き

た
い
。
�
民
営
化
に
あ
た
っ
て
は
、

建
物
の
建
築
年
次
や
構
造
な
ど
を

考
慮
し
、
耐
震
性
能
を
確
認
し
な

が
ら
補
強
の
必
要
の
な
い
園
を
選

定
し
て
き
た
。
今
後
、
事
業
者
か

ら
の
相
談
が
あ
れ
ば
適
切
に
対
応

し
た
い
。
�
区
営
住
宅
は
耐
震
診

断
を
行
っ
た
７
団
地
中
、
１
団
地

は
、
よ
り
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
に
改
修
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。

耐
震
台
帳
は
現
在
用
意
し
て
い
な

い
が
、
改
修
は
策
定
中
の
促
進
計

画
に
位
置
付
け
、
実
施
し
た
い
。

�
都
は
１８
年
１１
月
に
素
案
、
１９
年

１
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、

２
月
に
計
画
策
定
と
公
表
の
予
定

と
聞
い
て
い
る
。
中
野
区
で
は
都

の
計
画
を
踏
ま
え
て
作
成
す
べ
く
、

１９
年
２
月
に
素
案
、
４
月
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
５
月
に
計
画

策
定
と
公
表
の
予
定
と
し
た
い
。

教
育
セ
ン
タ
ー
を
活
用
せ
よ

教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
や

利
用
内
容
が
区
民
に
知
ら
れ
て
い

な
い
。
今
後
は
教
員
だ
け
で
な
く
、

区
民
に
も
広
く
活
用
で
き
る
施
設

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
杉
並
区

で
は
、
教
育
に
関
す
る
情
報
発
信

の
拠
点
を
目
指
し
て
い
る
が
、
中

野
区
で
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

学
校
教
育
の
充
実
と

振
興
の
た
め
に
設
置
し
て
お
り
、

教
職
員
の
研
修
、
教
育
相
談
な
ど

に
活
用
し
て
い
る
。
視
聴
覚
室
や

研
修
室
な
ど
の
利
用
の
あ
り
方
や

情
報
発
信
の
強
化
に
つ
い
て
、
考

え
て
い
き
た
い
。

い
じ
め
に
対
し
て
は
、
早
期
発

見
、
早
期
対
応
が
重
要
で
、
子
ど

も
が
相
談
し
や
す
い
環
境
が
必
要

だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
第
三
者
の

視
点
で
の
対
応
も
重
要
で
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
心
の
教
室

相
談
員
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
関
係
機
関
と
連
携
を

強
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

い
じ
め
を
生
ま
な
い
環
境
づ
く
り

や
指
導
は
よ
り
重
要
だ
。
教
育
委

員
会
は
学
校
現
場
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
指
示
し
た
の
か
。

教
育
長

い
じ
め
問
題
の
解
決

に
は
、
基
本
的
に
は
学
級
担
任
が

そ
の
中
心
と
な
る
べ
き
だ
が
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
各

学
校
で
教
員
を
支
援
し
、
関
係
機

関
や
専
門
機
関
と
の
連
携
が
果
た

せ
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
に
向

け
、
国
や
都
の
い
じ
め
に
関
す
る

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
指
導
資
料

に
基
づ
い
て
、
学
校
内
外
の
生
活

指
導
や
相
談
体
制
な
ど
を
再
点
検

す
る
よ
う
指
示
し
た
。

防
災
訓
練
を
中
学
校
の

体
験
学
習
メ
ニ
ュ
ー
に

先
日
、
新
井
小
学
校
で
災
害
医

療
救
護
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
災
害

発
生
時
に
は
、
地
域
の
実
情
に
通

じ
た
人
手
が
多
く
必
要
と
な
る
が
、

一
時
避
難
場
所
に
は
、
区
内
の
小

中
学
校
が
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
中
学
生
は
ま
さ

に
地
域
に
通
じ
た
、
体
力
と

機
動
性
に
も
優
れ
た
人
材
と

な
る
。
ま
た
、
防
災
訓
練
な

ど
は
、
社
会
貢
献
の
心
を
養

い
、
人
命
尊
重
に
つ
な
が
る

貴
重
な
教
育
機
会
で
あ
る
。

防
災
訓
練
な
ど
を
中
学
校
に

お
け
る
体
験
学
習
の
事
業
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
加
え
、
予
算

化
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

学
校
が
、
毎
月
実
施

し
て
い
る
避
難
訓
練
を
拡
充
し
、

地
域
と
の
連
携
の
も
と
に
、
教
育

活
動
の
一
環
と
し
て
防
災
訓
練
を

行
う
よ
う
学
校
を
指
導
し
た
い
。

学
校
の
Ｏ
Ａ
環
境
を
整
備
せ
よ

区
庁
舎
で
は
、
職
員
一
人
ひ
と

り
に
パ
ソ
コ
ン
が
配
備
さ
れ
、
Ｌ

Ａ
Ｎ
接
続
に
よ
り
事
務
作
業
の
効

率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
学
校

に
お
い
て
は
、
ま
だ
そ
の
よ
う
な

環
境
に
な
い
。
事
務
作
業
の
軽
減
、

効
率
化
の
た
め
に
、
教
職
員
へ
の

パ
ソ
コ
ン
配
備
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続
に

よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続

な
ど
の
Ｏ
Ａ
環
境
整
備
に
、
早
急

に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長

授
業
内
容
や
指
導
の

充
実
を
図
る
た
め
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

を
整
備
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、

個
人
情
報
の
保
護
や
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
確
保
の
観
点
か
ら
検
討
し
、

統
合
新
校
か
ら
順
次
整
備
し
た
い
。

教
育
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
教
育
の
根
本
に

さ
か
の
ぼ
っ
た
改
革
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
成
立
が
確
実
な
情
勢
の

教
育
基
本
法
改
正
案
に
は
、
現
在

や
将
来
を
展
望
し
て
重
要
な
こ
と
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